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され る．また こ の 時 代はピアノ．赫 が ソの II軸 が 本 格化 す る時代で
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写貞1∫ ζ幼 児f 、 ミ 育 1 ’ 1年の あ ゆ み』p ．84 ）e 「
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ス ムに あわせ て 　　叶眼 を閉 し 1 るこ と を した （『幼 兜 の 教 台 』 p

25｝“まナ　 入 il　Btlの r 己｛21−7）k はリノの 組 （鈴の こ とか
‘2 ）

笛 の 組　丿丶 及の 組 レか あ り 「 k 匝の 組 の お 帰 り U’

ilanが 取た ny 人及

か な る 」 と あ る．一とか L・　各 組て決め tl れ た 呆晶の 1、を合 図 に し

て い た こ とか 窺 え る。輪 1 層

r附 属 U 光 幼稚i袁1《

絞園
’【（人 IIt2

’
1人

園 ）の llli想1 も 「問始の イ  図はトラ仔ノ
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’n 『幼 稚 園 八 itlの あゆ み 』 p2C ，　）。

（屋 外に持ち出され るオル ガン 》龍 野幼 稚 園 で は 人 1朽 ｛附 園

’1σ）回 瓲1に ．L る と秘 カ ノを連 動場 に 出 して 遊 戯 す る こ と もあ っ た

（ 『10〔】P4｛“ 己含。1乙」 1， 17｝。　（現 ）嚢 媛入 1 附属幼郡1‘亳1て は 人 1ト

IUlt よ く1、駐汐1保 台 をf∫い 　 ’1・仙 さんか オ助 ノを 111に つ んて 野 】1，1 よ

て 連 んて くれ た とい っ （『11木幼 児転 喬 史 』 第 　巻 p 〔」5）。杪 木幼

打胴 に も 犀外 て 秘 が ノに 合わ ぜ迦 戲 す る rII 疲 の 与 只 か あ る （『

  ！1環幼児保育 白
’
10 ）あ ゆ み 』P92 ｝P
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月ケニは 1
，
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の た め の ＊ 　je1　幼 柏 園 川 の 小 さ い ピ アノを紹 介 した 〔 『旦ノ販 神 』 31

）。冫レ「｛1の 『舛 人 と ｝ ども S に も神 尸 効flFM保11が 聴寛 練 習 用 の

斗LU，，を製｛1中 と あ り q35 ）そ の 後関 西 教 育lll覧会幻∫稚園の ，；llの 報

；
rl

の 申 に 「神 尸 幼 肩1固 　 第 　聴 覚 練習 （e．　？｛州 IIN 〕 1 と あ

る （B −8）。UUi は 人 ll ；Ul　 ｝科 ICI
’

J　J．，，【1　tl
’
j」 な 幼児1111先 を述 合
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「
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圏

1 した （『 911阪 神 』 33）．

その 後　人阪 　IJt 都の 休 台 会か 朽 もオJLカ ノの 他 　ヒ アノ　人捜 　lr1

鈴 　人 戸 竹 て の Pl介結 果か 報 ｛
「
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’
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」
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　 Ifi
「キ广呂機篤 　 r 丿、r白感†rfをIJIHI　Iる亅’し
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」 に 　夙 多一箔 バーE二
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ろ 、　1f〕名L丿

1　 Jりrt
，
「 琴 〔lr1目51 ｝。

《蓄 音 機の 普及 》 」．
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